
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

堺6 水道施設の機械警備活用

2  課題の詳細

求める技術：⑦

堺市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

災害時、施設状況の確認を現地へ臨場しないとできない。
業者の施設入場にセキュリティカードを貸与、または職員にて機械警備
操作のために臨場しなければならない。

災害時、水道施設状況の確認は事故・災害の危険性がある。
業者のセキュリティカード紛失のリスク、職員にて機械警備操作のため
に現地臨場の負担。

水道施設状況を映像等でのリアルタイムな確認。
遠隔にて機械警備操作。

災害時、水道施設状況の被害状況をリアルタイムな映像確認。
職員による現地臨場負担の削減。

年 約４０回×往復移動時間 約４０分
＝１６００分（約２７時間）


